
早稲田大学で開発している超小型燃料電池早稲田大学で開発している超小型燃料電池

自動車（自動車（ULFCVULFCV）を用いて、試乗会と乗り心地）を用いて、試乗会と乗り心地

などに関するアンケートを行い、墨田区内で用などに関するアンケートを行い、墨田区内で用

いるモビリティの開発・使用方法の検討の際のいるモビリティの開発・使用方法の検討の際の

参考とする。参考とする。

すみだ次世代モビリティ開発コンソーシアムすみだ次世代モビリティ開発コンソーシアム

目目 的的

すみだ次世代モビリティ開発コンソーシアム http://www.wic.waseda.jp/ecomo/index.html

「新タワーと観光のまち“すみだ”を回遊する「新タワーと観光のまち“すみだ”を回遊する
次世代型観光交通システム」に関する調査次世代型観光交通システム」に関する調査

コンソーシアムの概要コンソーシアムの概要

新東京タワーを迎えるシンボル的な存在となる「次世代モビリティシステム（移動体）」を開発する。

回遊する専用モビリティをはじめ、最新技術を活用した次世代型の新交通システムを創造する。

新エネルギーや低燃費技術など最新の環境技術を駆使し、“脱・石油”のまち「すみだ」を実現する。

シンポジウムやコンテストの開催

広報、イメージの具体化、事業者・市民の意識
啓発 等

観光交通システムの具体化に向けた調査

観光情報の整理と周遊ルートに関する検討

観光交通システムの拠点整備に向けた計画

先行モデルによるモデルの市民向け試乗会

事業性評価

活動内容

アイディアコンテストアイディアコンテスト

観光情報観光情報MAPMAPの作成の作成

観光名所の詳細な情報の把握を行うとと
もに、35箇所の観光名所を回遊するルート、
またはコンセプトの具体化に向けた検討を
行うことを目的とする

特 徴

特 徴

2011年に完成予定の新タワーと観光のまち、

“すみだ”を周遊する環境にやさしいモビリティ

システムのアイディアを募集した。

募集内容

デザイン部門

ビジネスモデル部門

募集期間

平成19年9月1日～11月30日

応募件数

デザイン部門：143件

ビジネスモデル部門：8件

コンテストの概要

【幹事会構成メンバー】

◆すみだ新製品開発プロジェクト

実行委員会
◆早稲田大学
◆墨田区
◆㈱早稲田環境研究所（事務局）

審査委員会
技術開発委員会
（企業グループ） 評価委員会

アイディアコンテストの審査 プロジェクトの評価

すみだ次世代モビリティ開発
コンソーシアム

開発プロジェクトの主力

協賛法人

プロジェクト実行委員会

正会員

組織体系

デザイン部門：最優秀賞
 

江戸東京博物館

概要説明

周辺環境情報

江戸東京の歴史遺産を守るとともに、東京の歴史と文化を
ふりかえることによって、未来の東京を考える博物館として、
平成5年（1993）3に開館。約9,000㎡の大きな常設展示には、
綿密な調査研究を踏まえて実物大に復元した大型模型や、
当時の人びとが、実際に使っていた実物資料も豊富に展示
しており、江戸東京の都市と文化、人びとの生活を楽しみな
がら学ぶことができる。 また年に４～５回程度、江戸の歴史
と文化に関連する企画展も開催している。

敷地内に広いスペース 館内に車いす

先行モデルによる試乗会先行モデルによる試乗会

試乗会の様子

北斎通り

大横川親水公園

新東京タワー新東京タワー

北斎通り

大横川親水公園

観光情報の整理

ULFCVの模型

回遊ルートの検討


